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 本宮市の放課後子ども教室では、地域の人材を活用し、子どもたちの豊かな体験を重視したユニークな活動プ 

ログラムを展開しています。子どもたちは毎週“遊友クラブ”を楽しみにしています。また、同一会場で児童ク

ラブが実施されており、活動場所の分担や時間帯の連結が上手にされています。 

 

  わだ遊友クラブ 

 

  

 

 

 

 

 

 ごひゃくがわ遊友クラブ 

 

  

 

 

 

 

 

  放課後子ども教室訪問 

 本宮市（10月 23日） 

 会場の和田分館には、板張りの広いホールがあり、ここで

子どもたちは思いっきり体を動かすことができます。この日

は、他の学年を待つ間、じゃんけんゲームや陣取りゲームを

して楽しみました。 

 本日の活動メニューは「お手玉」でした。スタッフに教え

てもらいながら、全員でお手玉に挑戦しました。あまり上手

にはできませんでしたが、継続して取り組ませることによ

り、すぐに上手になるとのことでした。みんなでお手玉の競

争をしてとても盛り上がりました。昔の遊びは子どもたちに

はとても新鮮で、世代を超えて遊べる楽しい活動です。 

 本宮市（10月 31日） 

 ごひゃくがわ遊友クラブでは、年に 2 回ほど英語遊びを活

動メニューとして取り入れています。本日は、ハロウィンと

称し簡単な英語遊びを行いました。スタッフの鈴木さんが講

師となり、英単語を用いたビンゴを行いました。ビンゴにな

った子から飴がもらえ、もらうときに簡単な英会話を行うな

ど、英語に親しめるよう工夫されていました。 

 スタッフもハロウィンを盛り上げようと、頭に飾りをつけ

て取り組んでいました。ビンゴを楽しみ、英語に親しみ、飴

をもらって大満足の子どもたちは、笑顔がいっぱいでした。 


